公開講演　パラフレーズ分析について　―平家物語・章段「殿下乗合」の構成をめぐって― by Fiala Karel




CONCERNING THE COMPOSITION OF THE CHAPTER 
“TENGA NO NORIAI ”OF HEIKEλ10NOGATARI 
Karel FIALA* 
I conducted a synchronic paraphrase study and a diachronic 
paraphrase study with 96 subjects. As a result, the following order 
was obtained：“Shibubon Type" and “Jo suiki Type，，→“Genpei 
T己jor己kuType，，→（“Old Enkei bon”→）“Present Enkeibon Type" 
and “Nagatobon Type，，→“Nantobon Type" and “Y ashiro bon Type" 
















































































さるほどに l、嘉応元年七月十六日 2、一院御出家あり 3。御出家の後も 3’万機の政をきこしめき
れしあひだ4、院内わく方なし 5。院中にちかくめしっかはるる公卿殿上人、上下の北面にいたるま
で6、官位捧禄皆身にあまる斗なり 7。されども 8人の心のならひなれば8’猶あきだらで9、 「あッ
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1 Aa' 院御出家（ 1～3) 
Ab 乗合事件一時間的設定 (17)








































Da/Da’ Aa(Aa’）後、院（法皇）は万事を行う（ 3’～ 5の状況設定としての面）
Db 院の殿上人も栄えている（5’～ 7) 
De 殿上人はまだ飽きない（8～9)
Dd Cbの為， Aa'(CbはAa’の原因である）
Dd’ Aa，にもかかわらず、 Da’、 Ca( 3’～5の接続としての面）




各旧本に共通のあらすじとなっている。A.,B.，…は部類、 Aa,Ab，…、は「事件」、 Aa,Aa＇，… 
は「小事件」、 l., 2.は「小事件群」である。拙論では、部類D.の始めだけを扱った（Dh 雪が
ほだれに降っていた（19), Di 枯れ野の風景は美しかった（20）、と続く）。下線は覚一本の「小事
件」を示す。括弧で固まれた数字は、覚のセの番号で，四角括弧に固まれた注も覚についてである。
( 7 '.）は、覚独自の「事件群jである。「－9.」は「小事件群」 9.の一部分である。
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加えて、 Cd（関白の侮辱の浅ましさ）は関白侮辱の叙述、 Cd’ （平家の悪行の始めであった事）
は平家悪行の叙述に後続する事が望ましい。その為、項目の配列
1) Acll-Cd’（四） 〔御供は院参 （出家）、これは平家悪行の始めであった〕 (Cd’はAc3,4,5,6, 7 
のどちらをも直接に受けず、 Aellに後続する故に、 Acllは平家の悪行として解釈されがちである）
2) Ce’－Ac8-Ac7 .. (Cd-) Cd’（源、延、長） 〔重盛は報復を嘆き、奉行を諌める、その後、只一
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i四 i醤 l遁 i呈 延lI ｜璽 l屋 ｜主
I Cf’ I Cf’ Cf・ I Cf’ Cf' Cf’ 
I Ce' I Ce’ 白’
ぽ.） I Ac8. I Ac8. 化8.
よー上一一l_.Be＿上占e_ _:.Beー よ一一l一一上一一
I VII 
Ac7 ｜．化1.1 I化7 恥7.1 保7 ｜虻7 虻7 I命：7
I D：向3.2I 命：6.2 命c6.2 I ＜従6) I 
(8”．｝｜虻4
D：従3.3
。：従7.2 向7.2 従1.2 I 




Cd’ I 'Cd "Cd' Cd’ ｜臼・ I Cd’ I Cd' 




Ce・ ｜臼・ ｜白’ I Ce' i Ce' 
Cf' 
l虻8 ｜伝8 I A:8 
”従1” ぬ；1 I Acl .Be i .Be I .Be 
”Acl2” 向12I虻12
注： 1. 2.，…旧本共通の「小事件群j






M 通貞説話 K 影綱説話 N 難波．経遣の説話
解説：記号 「D:Jを前置した記号は、それが元々所属していた 「小事件群jから離れて、再度に叙














































上． I 1. 
1. I 2. 
111. I 
I 3. 




























































Acl I 76～82 
Ac2 I 83～85 
Ac3 186～99 
Ac4 I 100～104 
虻s I 105～106 
Cf’ I 107 
虻7 I 108～113 I 
Cd I 114～121 I 
Cd・ 1122 I 
Ce' I 123 I 

















































5’．”ι6工主)8'9{ ＇.と 10」旦.1lH 12 13 
5”’6 6'7 BIS' 9 I 9’10 10’.！ lll 12 13 I 13' 
7”6 7 8)8・919’1010’I iH 12 131 13' 
5”’ 6 6’7.( 8 8’9¥9’10 10’.I 111 12 13¥ 1：；’
5'" 6 7J, 88’9 I 10 10’i1L 12 13 ¥ 13・
2-3嘉応元年六月十七日上皇御出家…… “2”…七月廿日一院御出家……
“3”高倉院践昨之後は 3’首今御即位後 4被聞食（されしかば、ければ
……） 5誇ふ無方 5’院内御中不疎（おろそかならず） 5’院内の御中
御こころよからず 5”聞市（とぞ聞えし） 6北面輩 6’程々随 6’ 
皆… 7余身之程（身に余る程に） 8蒙朝思（朝思を蒙りたれども） 8’… 
習にて 9平の一類のみ園をも官をも多塞たる事を目醒く思て 9’此入道一






覚 16世のみだれそめける根本は、 17去じ嘉応二年十月十六日、 17’小松殿の次男新三位中将資盛卿、
18其時はいまだ越前守とて18’十三になられけるが、 19雪ははだれにふッたりけり、 20枯野のけしき
誠におもしろかりければ、 21わかき侍ども三十騎斗かりめし具して、 22蓮台野や紫野、右近馬場にう
ち出て、 23鷹どもあまたすへさせ、 24鶏．雲雀をおッたておッたて、 25終日かり暮らし、 25’薄暮に
及て 26六波羅へこそ帰られけれ。 27其時の摂政禄は松殿にてましましけるが、 28郁芳門より入御あ
るべきにて、 30東洞院を南へ、 31大炊御門を西へ御出なる。 32資盛朝臣、大炊御門猪熊にて、 33殿下
の御出にはなづきにまいりあふ。
覚以外の本については、主な異同のみに注目したO
盛”16”其時然べき運の傾く符にや、 17同二年七月三日、 x法勝寺へ御幸ありければ、 27当時の摂禄基
房公（小字）号松殿”28”参給けり。’32’還御の後殿下三条京極を過給けるに x三条面に女房の車あり 0
. 34居飼御厩舎人等、 35車より下るべき由責けるに、 42’聞入ずして、 43やり過んとしけるを、 102
猿藷也とて前の簾、並に下すだれを切落たりけるに、 x. X… 49’追県て散々に打けり。 101”／11l” 
東京極の小屋にやり入りにけり。 17’／18件の男は太政入道の孫、越前の守資盛也けり。”22”…笛を
習はんとて、…雅盛が家に行たりけるが、 26/33帰ける間参会にけり。
四 18其頃越前守御（小字）生年十一才 21相具若侍十四五人 22/26’自内野遊返時 27構臣．．松
殿 28御所従法住寺殿中御門東洞院宿所成還御。 32六角京極 33資盛参合。
源 23為小鷹狩 19降 20枯野景気憐之問’25’及夕 ’26’下大宮大路還。”32”大炊御門大宮
延 16代の乱れける根元は、 17’小松内大臣重盛．二男 23’はひたかあまたすへさせて25”夕日山の
端に傾て 26’京極を下りに被帰けり。
長 16世の乱れそめける根元は、 20..景色..25’日山の端にかかりければ 26帰られけるに、”28”院
の御所法住寺殿へ参らせ給ひて、 28’還御有けるに、..33参合う。





盛”16”17・x”28・017' /18 "22＂・ 26＇。お 1330 
四 18 21・l21お・ 23 3.。
源 I?8・ 1818' 22 23 25。 I26' 0 3.。
延 18 2之23・2ほL2-s。lとえ’＇＆＇ 0 2B 330 
長 18 22 23・4三L 19 20お包塁。
南 1$ 22 三。 19却 26 ~ 330 
毘 18' 19 21) 22 5。 おおφ31。330







































































































例 1: （四： 1717’18I . 21 22/26’ 27 28 .) + （盛： 17. 27”28”0 .プ22”26/33）→
（源： 17 27 28 I 17’18 ｜…22 I . '26’。…）つまり四、盛 →源順
盛類→延E、屋類；
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例2: （四： 21)+ （盛： 85(=21) ) + （源 ：22 I 23）→ 
（延： 22 I 23’ I 2123 I）、つまり四、盛、源→延順
例3: ( （四：… I45 I 45’ I 34 35 I) + （盛： 3435 I…45 I→ 
（源； 3445 I…45’｜ …35 I ）、つまり四、盛→源順
例4: （四 ：44I . 34 35 I ) + （盛 ：3435 I 42’）＋（盛： 43I) + （源： 42 I 34 45 I ）→ 
（延： 42 I 34。 35 I 42’ 430 44 I 3445）、つまり四、盛、源 →延順
例5: （四： 77～82I 83～85') + （盛： 75’～82 I 83～85’。 76～82)+ （源： 75’～82I 83～85’。
76～82 I）→ 
（延： 75’I80’ I 83～85’a。 76～82 I 83～85’b）、つまり四、盛、源→延順（「小事件」の対
照表も参照）
同じく、「小事件」の配列からも成立順について判断することができょう。































避けて、セ 7をセ 7 「斗なり」へ改めた結果であり、意義上に不整合である
（結合性57%）。セ10における終始形は、文の境界よりもむしろ中止法として受
“16”基中然べき運の傾べき符にや 16代（長世）の乱ける根元（16’始）は
立七月三日 17’其比越前守御手－： 17/18件の男…資盛成けり 18’被成十三
































十四五： 六十 ： 
十目玉； 六十 : 
六ナ ！ 六十





































殿下の御出とも不知 45a不知越前守 45b→45 45’只人恩不礼（思只打任人）
46御随身共従馬躍下 46’抜大万 47’主人ハ見へス 48五六人…引落 “48” 
馬ヨリ取テ引落モアリ 49散々追散 49’散々に口口口口せられけり 49’追掛
て散々に打けり “49”散々ニサレニケリ 49”時ニ取テハ恥辱ナリ 61小松殿















盛地こ5260 i x 61/51 62b ill_を含む）J叫…
四 61a 6lb 50’5f)52 60’61・62(' 16’を含む） ／ 仏
源日151 ( 51’ 52 60 61位（ユ主”を含む）／ 止.L64 
長日lジ51U口260 61白山ιを含む）
南 Kxt_~ご81 サ xx×j x ~60E~）・．
屋町＼ 51 r 51’｛ 60 xx 61 62 
覚 50¥ 51 } 52 60 61 62 
日仏
盛三ι三立乏L ’型’翌二71～花川市四“ 6869～70 引5a 74で:.ti
源 6667 68 69 70 71 73¥74ち
延“ 6768 69’m’而’五百何百
長 6667倒的’70・70’ 71 73川市
南単1 6れ而
屋66 68 69 70 




められけれども） 51有りのままに申す 51’入道最愛孫之問 52猶腹をすえ
かねて ‘61’又小松内大臣聞受 61/51いそぎ入道の許へ参じされけるは 63 
候披諌申者 ‘63’誠家人 66入道腹居兼 68田舎者の気折に 69こはごはしけ








盛 75'IN伊 79(80 82-! ｛笠 84 85 勾×（恥88)} 






85b 85’b I 
76無何心 82成御出 82a大炊御門を西へ御出なる 83’中御門猪熊堀川の濯に
於へて 83大炊御門猪熊限 83”兵共中御門堀川にて 83a中御門猪熊濯にて
83b猪熊堀河の濯にて 85武士太多 ‘85’六十鈴騎軍兵 “85”武士現甲三十











90’不射殺切殺 91引落引落 92有散々事 ‘92’懸散打落独散 “92”散々に懸
散して ‘92’…打落はり落 ‘92’前駈御随身どもれうりゃくして “92”在御友












92’前駈御随身逃失何 92”無一人 92”供奉殿上人如散蜘子走矢 101’殿下自
御車崩下給 101”立入惟民家給 104六十余軍兵加様為散 高a、b（高範説話）
経（経遠説話） 102或は物見うちゃぶられ 103剰掠放御牛車鰍 103或は
鰍むながひ切放れて 106’此曲一々一申タリケレハ 107’基後奉知殿下御事人
無一人程 108殿下御車副一人赴残 109古老者 llO申淀住人因番斉（先）使




りけめ “121”すくなくこそありけめ 121直事にあらず 121”’子細あらんや
122此開平家悪行始 122”是ソ平家悪行ノ始ナル 123小松内府大驚被歎
'123’小松殿大歎無甲斐 126a「凡重盛子供者…J 126b「難入道殿難被下知
何不思議…」 127越前守被諌 128…此大臣… ‘128’此大納言… A （多田
源三はかつらを被り参内） B （高則はかつらを被り参内） c （かつらを被っ











































44b 45b 45’34 35 
(44b) 34’ 45b 45’43 35 34” 
3) 44a 45a (45’） 34 35 43 44b 34’45b (45’） 
4.1) 35 42 43 44b 34 45b 45’ 
4.2) 34’36 42 （’） 43 (44b 34) 45b 
各段階の部分的保存：
l＝四 2＝源 3＝長 4 .1 ＝屋
2の生成： 34’の左動、 34’の繰り返し、 43を挿入
3の生成過程： 43の左動、 lと2の合流
4・1の生成過程： 3の中の重複の整理、 42の挿入
4. 2 = （盛、）延2、南、覚



































注l Chafe, W. L.(1980) : The deployment of consciousness. In: Chafe, W. L. (ed.）：“The Pear 
Stories" Able x, Norwood, N. Jersey 
注2 渡辺 実 (1971）「国語構文論」、塙書房（15～16首）によると、文は「形式的独立体、意義的
完結体、職能的統一体Jである。
注3 筆者は、（1974)On hypersyntactical analysis of Japanese Tex ts, an“interim report”， 
Charles University, Fac. of Philosophy, Prague、の中では文章を「再小陳述体Jの配列、
(1979) Text Cohesion and Text Linerarity in Japanese, CSc. 学位論文， Charles
University, Prague (in Czech）と（1983)Linear Aspects of Discourse structure. Papiere 
zur Textlinguistik B. 45, H. Buske, Hamburgの中では発話の配列として分析した。なお、
1981年完成の日本語論文「文の連接ーモデルの試論」（応用言語学、講座、明治書院で発表予
定）の中で「最短文jという概念を提起し、 (1982) Sentence Delimitation and Sentence 































例：最短文「（資盛は）殿下にはなづきにまいりあふ。 33Jが「小事件郡」 2.、 「小事件」
Ab lに時間的に後続している為（表2a）、最短文33の直前で「小事件郡」 2.、 「小事件」
Ab2を共に切る。すなわち、 「小事件郡」 2.、 「小事件」 Abl とAb2は平行し、 「小事
件郡J3.、 「小事件JAb 3は「小事件JAb l、Ab2に時間的に後続するというような、
妥当な分析が得られる。
注21 山田孝雄： (1968）平家物語考．勉誠杜





注27 佐々木八郎：平家物語の達成：語り物の文芸として、国語と国文学、 1970.l 
注28 延Iは、所調「旧延慶本」（水原 一氏によると「旧長門本」である。拙論では付記のない
「延j印を以て現存の延慶本、即ち延Hを示す。
注29 この解説は、調査の結果として得た文章異態の成立順を前提としている。
注30 渥美 かをる氏（注23）によると、この鷹狩説話は山塊記を基にしている。
注目 四の中の調章「多田の源三～出家引龍」は盛の刻当箇所に大変似ているが、その他の「殿下乗
合Jの文章は独自で、盛、延、あるいは南を基にしたと思えない。
付記：拙論と関連した研究について1986年に東方学会の国際会議（東京）、京都大学工学部情
報処理研究会と国立国語研究所談話研究会、 1987年に第14回国際言語学者会議（ベルリン）の
席で口頭発表した。
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